
7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　
　1864年（元治元）11月15日夕刻小坂坂峠から下仁田入りした天狗党920人余は、桜井家
を本陣としてそれぞれ各所に分散して宿営しました。同夜は襲撃に備えて街を取り巻く各要所に
は見張りをつけて警備に当たりました。一方、高崎藩は城代家老の命を受けて、天狗党を追撃す
べく同日夜、一の宮貫前神社で小幡・七日市両藩兵と落ち合って、合同の作戦会議を開きまし
た。これを受けた小幡・七日市両藩は、兵も武器弾薬も少ないことを理由に協力を断りました。
高崎藩はついに単独で追撃をすることとなってしまいました。高崎藩も本隊は那珂湊に出兵中
で、高崎城に残留する部隊を4隊に分けて、戦闘に備えました。16日朝4時頃、天狗党の見張り
により梅沢峠から高崎藩が押し寄せてくるとの一報が本陣に入りました。天狗党本陣は各隊に出
撃命令を出して、一隊を正面より大砲で高崎藩の本陣（里見家前の畑）を攻め、ここに敵を誘導
する作戦を取りました。
　東方からは伊勢山より熊野山の下（現在の歴史館）のある崖の上から襲撃しました。西方は鏑
川を挟んだ森沢から砲撃隊による砲撃を始めました。作戦に長けていた天狗党は三面挟撃作戦を
取りました。しかし、この時対戦した高崎藩の1番隊は109人。これに対し、天狗党は920人余
で戦闘が開始となりました。
　高崎藩の2番隊92人は梅沢峠より安導寺で追撃してきた天狗党と一戦となりまして、民家数件
が戦火によって焼失しました。3番隊は戦いに間に合わず、午前10時頃には激戦は終結していま
した。この一戦での犠牲者は高崎藩36人。天狗党4人でした。
　高崎藩兵の遺体は家族が引き取り高崎市内の墓地にそれぞれ葬られています。
天狗党の墓地は、梅沢峠入り口に1柱、本誓寺に2柱、旭町に1柱が葬られています。
下仁田戦争の遺跡はいずれも町の文化財に指定されています。

　早春の山道に沿って、落葉低木で、黄色いカンザシ状
の花がみられます。
　うす黄色で鐘形の小さい花を多数つけていますが、お
す木とめす木があります。この実は昔、お歯黒（歯を黒く
染めること）に使いました。
　染料として現在も使われていますが、お茶花としても
愛されています。

ジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だより

【季節の花】キブシ

第8号 2016.3.1

「ユネスコジオパーク誕生記念フォーラム」に参加しました「ユネスコジオパーク誕生記念フォーラム」に参加しました

“2016ジオの日清掃活動今年もいよいよスタート!!”“2016ジオの日清掃活動今年もいよいよスタート!!”
【毎月20日は下仁田ジオパークの日】【毎月20日は下仁田ジオパークの日】

下仁田戦争（2）―――これもジオの一つ―――
里　見　哲　夫

　１月２３日に石川県白山市で開催された「ユネスコジオパーク
誕生記念フォーラム」に応援団から３名参加しました。この
フォーラムは、昨年１１月にジオパークがユネスコの正式な事業
になったことを祝い、今後の活動はどうあるべきかを話し合うた
めに開かれました。日本全国の５５地域から３００人が集まりま
した。
　シンポジウムでは、国内外で活躍する先生方の講演を聞くこと
ができました。ユネスコは教育・科学・文化の交流を通して、国
と国とが互いのことをよく知り誤解を解くことで紛争を未然に防
ごうとしています。ジオパークの活動に参加するということはユ
ネスコの活動の一翼を担うことにもなります。とてもやりがいの
ある活動なのだと感じました。
　記念祝賀会では、開催地である白山手取川ジオパークのテーマ
になっている「水」を利用したおいしいお酒を
いただきながら各地との交流を図りました。若者もたくさん参加
していて老若男女が熱くジオを語り、会場は熱気にあふれていま
した。

日時　3月20日（日）　8：00～8：45　
場所  青岩公園　現地集合（川井の断層・下
仁田層＆諏訪神社にも分かれて作業を行な
います）
＊ゴミ袋は用意します。作業しやすい姿
で、軍手は各自で準備ください。

　「ジオの日」とは、２をジと読み、０をオと読む語呂合わせから、下仁田町では毎月20日
を「下仁田ジオパークの日」として制定されました。
　制定を通して、より一層ジオパーク活動に親しんで頂き、故郷の先人が築いてこられた産
業文化遺産や地層・地形に至るメカニズムや産物等を、皆で大切に守り伝えていきましょ
う。また、下仁田町にお越し下さるお客様へのおもてなしの活動でもあります。
＊ジオパークとはの見識を広める為にも団員皆様のご協力、ご参加をお願いいたします。-

　事前研修を積み、砂鉄収集のもと準備万端にて待ちに待った‘たたら製鐵’が去る11月14日に下仁田では140年
振りに開催されました。
　中小坂鐵山は、江戸末期から採掘され幕府勘定方小栗上野介はもとより大河ドラマNHK 花燃ゆ に関わる楫取素
彦の申請に因って内閣総裁伊藤博文より許可を得て、官営となり我が国初の洋式溶高炉が建設されました。
　11月14日は秋雨のそぼ降る中、総勢70余名の参加のもと豚汁や甘酒で身体を温め乍、砂鉄20kg木炭60kgに
て5kgの製鐵ケラ（鉧）が作られました。
　炉からの鉧出しでは‘わァー’と請う歓声が上がり、ものづくり教育たたら代表・福島宣行氏、産業考古学会・原田喬氏
はじめ多くの方々の御尽力を、陰に陽に賜り成功裡に収められました。
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下仁田町自然史館
下仁田町大字青倉１５８-1
☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

ジオパークのユネスコ正式事業化について

※下仁田町自然史館では、午前9時から午後4時まで展示室を開放しています、ぜひお出かけください。
※3月の休館日は7日・22日です

問合せ先　産業観光課 観光振興係（下仁田町自然史館）　☎７０-３０７０

　1月23日に石川県白山手取川ジオパークでユネスコジオパーク誕生記念フォーラムが開催されました。フォーラムではパ
トリック・マッキーバー氏（ユネスコ生態地球科学ジオハザード減災セクションチーフ）による講演があり、ジオパークの
ユネスコ正式事業化について次のように説明がありました。
　「世界ジオパーク」は、2004年に発足した民間団体「世界ジオパークネットワーク」で認定審査を行い、ユネスコは支
援というかたちをとっていたが、昨年11月、国連教育科学文化機関（ユネスコ）のパリ総会で、現在の世界遺産認定と同
じように、ユネスコの正式事業となりました。審査の重点は、国際的に重要な地質の保護と教育、持続可能な開発、そこに
生きる人々の生活や歴史などです。また、過去の災害について、次世代に伝える教育も必要です。4年ごとの再認定制度に
よって、常にチェック機能も働いています。ジオパークは、「地球の活動が見られる自然の公園を、教育や地域活性化に生
かしていく取り組み」であると説明がありました。

ジオパーク関東大会を開催します
　2016年11月20-21日にジオパーク関東大会を開催します。（下仁田ねぎ祭りと同時開催！）
■日本ジオパーク関東地区大会とは？
　この大会は、関東圏のジオパークが集まる一大イベントです。開催地は地域内で持ち回りとなっており、今年は下仁田で
の開催に決まりました。大会では、地域間の交流を深めたり、関東一丸となった観光戦略や、課題解決など、ジオパークを
より良くするため議論をします。当日は関東圏内の多くのジオパーク関係者が下仁田に集合します。下仁田の関東大会を盛
り上げ、成功させるため、みなさまのご協力をお願いします。
■関東大会に向けて
　たくさんのお客さんを迎えるにあたり、ジオパークガイドボランティアの募集を行います。ジオパークガイドは、お客さ
んに下仁田ジオパークの見どころや楽しみ方を案内する人です。詳細は広報4月号でお知らせします。みなさんのご応募お
待ちしております。

行事予定
　３万年前の人たちの息吹が見つかる山である金剛萱では、今年も発掘が進みました。発掘には下仁田中学校の生徒の皆さ
んも参加しました。金剛萱の大規模な地滑りを調査するグループもあります。今回の普及講演会では、各グループの研究成
果も発表します。新しい発見や疑問が次々と湧いてくる下仁田は自然の秘密の宝庫です。どうぞご参加ください。
【日時】３月1２日（土）　14:00～16:30【場所】下仁田町公民館大会議室
【内容】１「金剛萱遺跡、３万年前の旧石器人」金剛萱遺跡研究グループ
　　　　２「金剛萱の大規模地滑り」大規模地すべり研究グループ

ネギとコンニャク・ジオパーク
　ジオの話にはたくさんの石の名前が登場します。そのなかに出てくる石灰岩
やチャートは付加体の岩石です。付加体とは一体何でしょうか？付加体は、海
底にたまった砂や岩石が大陸に付加したものです。海洋プレートは海嶺で作ら
れ、長い時間をかけて海底を移動します。その間にチャート、石灰岩、砂岩、
泥岩などの多くの堆積物がプレートにのります。プレートが沈み込む際に、こ
の堆積物が陸側にはぎ取られて付加体になります。 

第３3回　下仁田町からっ風駅伝大会

　２月７日（日）、下仁田中学校正門前を発着し湯前を周回する、下仁田町からっ風駅伝大会が開催されました。
時折からっ風が吹き付けるなか、参加した子どもから大人まで７１チームは熱戦を繰り広げ、ミニ駅伝を楽しみまし
た。結果は次のとおりです。（敬称略）

（特別賞）上段：順位
　　　　下段：チーム名

上段：チーム名
下段：記録

クラス １　位 ２　位 ３　位 特別賞（とび賞）

①３6分28秒
②５1分３3秒

かくしタイム賞 チーム名 記　録 タイム差
あずさ親衛隊Ａ
下仁田町議会Ａ

※同タイムの場合は、競技規則により順位を決定。
３6分23秒
５1分31秒

5秒
2秒

小学生男子の部

小学生女子の部

中学生男子の部

中学生女子の部

一般の部

壮年・女子の部

申告タイムの部

ジョギング・
ウォークの部

ミニバス最強ファイブ
３３分３５秒

ポニーテール
４１分５６秒

下中陸上チーム青木
２８分３５秒

下中ガールズ
３４分４２秒

下組若連Ａ
３２分３８秒

てっぺい陸上くらぶ
４４分１１秒

ミニバスサンダーズ
タイム差
申　　告
記　　録

3秒
29分3０秒
29分27秒

リバティ青年部
タイム差
申　　告
記　　録

30秒
32分1０秒
31分40秒

九峰スターズＡ
３５分２５秒

クローバー５
４２分１４秒

ソフトテニス部Ａ
３１分１２秒

下中レディース
３４分５４秒

東組
３４分０２秒

仲町菊水会
タイム差
申　　告
記　　録

36秒
40分00秒
40分36秒

下仁田町議会Ｃ
タイム差
申　　告
記　　録

1分04秒
５3分20秒
５2分16秒

九峰スターズＢ
４０分１６秒

スマイル
４２分２７秒

下仁田中バスケ部Ａ
３１分１８秒

てっぺい陸上くらぶ
３４分４９秒

ミニバスファイターズ
タイム差
申　　告
記　　録

38秒
３1分40秒
32分18秒

下仁田町議会Ｂ
タイム差
申　　告
記　　録

1分17秒
５4分3０秒
５5分47秒

ファミリーウォークの部
（設定タイム）

２0分16秒

オールドパフォーマンス
タイム差
記　　録

2分18秒
17分58秒

いちごチーム
タイム差
記　　録

2分56秒
２3分12秒

チーム大地
タイム差
記　　録

3分21秒
16分55秒

６位
下小Ａ
１４位

下仁田中女バスＡ

５位
株）こもれび

７位
旭町ヤングマン

９位
川井勇志会

６位
下仁田町議会Ａ

８位
あずさ親衛隊Ａ

１６位
九峰スターズＣ

８位
神戸建設Ａ

１０位
ＳＥ組

１０位
神戸建設Ｄ

１８位
下仁田中女バスＢ

１２位
あずさ親衛隊Ｃ

１２位
柔道教室Ｃ

4位
ニコニコ

チーチャン

７位
チーム２０１６

７位
下仁田中陸上部Ｚ

５位
チーム７７７

４位
Ｋ・Ｎ・Ｍ・Ｎ・Ａ

５位
ソフトテニス部Ｋ

下仁田自然学校主催　～下仁田自然学校研究交流集会～下仁田の大地の不思議を語る普及講演会


